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写真 左：「試交 60 号」 

右上：‘竜馬’、右下：‘はつゆめ
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注 1 )台 木 ： ヒ ラ ナ ス 、 栽 植 方 法 ： う ね 幅 180 c m、
　 　 株 間 50 c m（ 1 , 1 1 1株 / 1 0 a）
　 2 )そ の 他 の 耕 種 概 要 は 図 1の ヒ ラ ナ ス に 準 じ る 。

〔 A品 収 量 〕
（ A品 率 ）
【 収 量 比 】

〔 17. 6〕
（ 69）
【 100】〔 15. 1〕

（ 63）
【 86】

図 1　 主 枝 3本 仕 立 て に お け る 「 試 交 60号 」 の
　 　 　 月 別 A品 収 量 (2 0 0 7 )
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当センターでは、これまでにホルモン処

理やハチによる受粉をしなくても果実の肥

大する単為結果性ナス品種‘はつゆめ’を

育成しました。しかし、‘はつゆめ’は高

知ナス慣行品種の‘竜馬’に比べると、品

質・収量面での改善点が指摘されていまし

た。このため‘竜馬’と同等の品質と収量

を目標にして、‘はつゆめ’の改良に着手

し、Ｆ1新系統「試交60号」を育成しました。 

 

 

 

 

「試交60号」は‘はつゆめ’と同様、10

月中～下旬まではホルモン処理が必要です

が、それ以後は無処理でも正常に着果しま

す。果実は、長卵形で、‘竜馬’と比べ、

Ａ品率はほぼ同等ですが、収量は約15％低

くなります（図1）。 

 今後は、「試交60号」に適した栽培方法

を確立するとともに、さらに収量性を改善

した新系統の育成を続けて行きます。 
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